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方
針
な
ど
を
、
年
内
で
一
定
の

結
果
が
出
る
よ
う
取
り
ま
と
め

て
い
く
。そ
の
進
め
方
と
し
て
、

２
年
度
は
、
地
域
や
市
民
に
向

け
、
事
業
説
明
や
情
報
発
信
を

行
う
予
定
で
あ
り
、
関
係
者
と

の
会
議
や
説
明
会
の
開
催
、
あ

る
い
は
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス

で
の
発
信
等
の
機
会
を
設
け
、

事
業
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

村
岡
新
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
単
な
る

都
市
基
盤
整
備
で
は
な
く
、
本

市
を
支
え
る
都
市
拠
点
の
一
つ

を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
庁
内
の
横
断
的
な
事
業
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
部
局
に
よ

る
緊
密
な
連
携
及
び
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会
は
、
６
月

16
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案
１
件

を
審
査
し
た
。
そ
の
結
果
、
議

案
は
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

引
き
続
き
検
討
を
行
い
、
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
上
で
、
ま

ち
づ
く
り
方
針
を
年
内
に
取
り

ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。ま
た
、

藤
沢
駅
周
辺
地
区
と
連
携
し
、

経
済
効
果
に
つ
い
て
、
一
般
財

団
法
人
地
方
自
治
研
究
機
構
と

共
同
研
究
を
実
施
し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
両
地
区
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
効
果
と
、
本
事
業
を

実
施
し
た
場
合
に
藤
沢
駅
周
辺

地
区
に
与
え
る
影
響
及
び
効
果

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
道
路
及
び

南
北
駅
前
広
場
に
つ
い
て
、
２

年
度
は
引
き
続
き
交
通
管
理
者

や
地
権
者
と
の
協
議
を
実
施
し
、

土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
概

略
換
地
設
計
や
、
深
沢
地
区
と

の
一
体
施
行
に
向
け
た
調
整
・

協
議
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

最
後
に
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
及
び
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

２
年
度
末
に
、
新
駅
設
置
の
最

終
判
断
を
予
定
し
て
お
り
、
そ

の
際
の
判
断
材
料
と
す
る
新
駅

等
の
概
略
設
計
や
ま
ち
づ
く
り

ち
づ
く
り
検
討
会
議
を
設
置
し
、

将
来
地
区
像
な
ど
に
つ
い
て
議

論
を
行
い
、
中
間
取
り
ま
と
め

を
行
っ
た
。

目
指
す
将
来
地
区
像
と
し
て

は
、「
尖
る
創
造
」
と
「
広
が

る
創
造
」
と
い
う
２
つ
の
創
造

を
生
み
出
す
ま
ち
と
し
た
。「
尖

る
創
造
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
知
的
人
材
を
集
積
し
、
最

先
端
の
研
究
・
も
の
づ
く
り
か

ら
創
造
を
生
み
出
す
こ
と
や
、

そ
の
よ
う
な
場
を
意
味
し
て
い

る
。「
広
が
る
創
造
」
と
は
、

市
民
が
「
尖
る
創
造
」
と
の
交

流
や
情
報
等
に
身
近
に
触
れ
、

創
造
力
が
喚
起
さ
れ
る
こ
と
で
、

暮
ら
し
や
感
性
を
よ
り
豊
か
に

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

双
方
を
生
み
出
し
、
相
互
に
作

用
し
高
め
て
い
き
、
地
区
内
及

び
地
区
外
と
の
様
々
な
連
携
等

に
よ
り
好
循
環
を
も
た
ら
す
こ

と
で
、
世
界
へ
発
信
す
る
新
た

な
拠
点
を
形
成
し
て
い
く
。

２
年
度
は
村
岡
新
駅
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
検
討
会
議
に
お

い
て
、
実
現
化
方
策
に
つ
い
て

平
成
30
年
12
月
の
３
県
市
で
の

合
意
に
よ
り
設
置
し
た
組
織
で

あ
る
。
令
和
元
年
度
と
２
年
度

の
２
か
年
で
、
新
駅
設
置
及
び

自
由
通
路
の
概
略
設
計
を
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
依
頼
し
、
実
施
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
、
あ
わ
せ
て

２
年
度
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
費
用

負
担
に
関
す
る
協
議
等
を
予
定

し
て
い
る
。

次
に
、
本
市
に
お
け
る
主
な

取
組
と
し
て
、
ま
ず
、
村
岡
新

駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
元
年
10
月
に
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
に
関
す

る
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
地
域
住
民
や
地
権
者
、

学
識
経
験
者
、地
元
経
済
団
体
、

関
係
事
業
者
な
ど
を
メ
ン
バ
ー

と
し
た
村
岡
新
駅
周
辺
地
区
ま

討
し
て
き
た
。
新
し
い
生
活
様

式
の
中
で
３
密
を
避
け
る
上
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
方
法
は
、

非
常
に
有
効
な
方
法
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
た
。
最
終

的
に
は
、
本
事
業
の
実
行
委
員

会
に
諮
る
こ
と
と
な
る
が
、
よ

り
経
済
効
果
が
生
ま
れ
る
よ
う

制
度
設
計
を
進
め
て
い
く
。

ま
ず
、
県
及
び
鎌
倉
市
と
の

取
組
の
う
ち
、
湘
南
地
区
整
備

連
絡
協
議
会
に
つ
い
て
、
令
和

元
年
度
は
、
村
岡
地
区
と
深
沢

両
地
区
が
市
域
を
超
え
て
広
域

的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
発
信
す
る
広
報

紙
を
作
成
し
た
。
２
年
度
は
、

引
き
続
き
両
地
区
一
体
に
よ
る

広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
検
討

や
広
報
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

事
業
実
施
の
判
断
後
と
な
る
３

年
度
以
降
の
本
協
議
会
の
体
制

に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
あ

る
。ま

た
、
村
岡
新
駅
（
仮
称
）

設
置
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
村

岡
新
駅
の
設
置
を
図
り
、
両
地

区
で
の
新
た
な
都
市
拠
点
の
形

成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

の
引
上
げ
に
伴
い
、
保
険
料
の

軽
減
対
象
者
が
増
加
す
る
見
込

み
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
対

前
年
度
比
較
に
お
い
て
、
４
３	

８
円
、
０
・
41
％
減
少
し
て
い

る
。な

お
、
こ
れ
ら
２
年
度
の
国

民
健
康
保
険
料
の
料
率
は
、
５

月
26
日
に
書
面
決
議
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
、
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、

５
月
28
日
付
け
で
告
示
し
た
。

市
と
し
て
は
、
今
後
と
も
県

単
位
化
に
よ
る
市
国
保
財
政
へ

の
影
響
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

将
来
に
わ
た
り
健
全
な
保
険
制

度
を
維
持
す
る
た
め
、
保
険
料

率
の
適
正
な
設
定
に
努
め
て
い

く
。〈

主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問

５
月
末
頃
に
周
知
さ
れ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
国
民
健
康
保

険
料
の
減
免
制
度
の
概
要
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

感
染
症
の
影
響
に
よ
り

主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
も

し
く
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た

世
帯
や
、
事
業
収
入
や
給
与
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
世
帯

を
対
象
と
し
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
元
年
の
収
入
と
比
較
し

て
２
年
の
収
入
が
30
％
以
上
減

少
し
て
い
る
場
合
を
対
象
と
し
、

最
大
で
１
０
０
％
の
減
免
も
可

能
と
し
て
い
る
。
周
知
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
の
ほ
か
、
６
月
に
発
送
す
る

納
入
通
知
書
に
チ
ラ
シ
を
同
封

し
て
行
う
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
は
、

６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
議
案

４
件
、陳
情
２
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
全
て
可
決

す
べ
き
も
の
、
陳
情
は
全
て
趣

旨
不
了
承
と
決
定
し
た
。

ま
た
、
村
岡
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
を

受
け
た
。

○
村
岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

取
組
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

村
岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

神
奈
川
県
・
鎌
倉
市
及
び
本
市

の
３
県
市
で
湘
南
地
区
整
備
連

絡
協
議
会
を
設
置
し
、
村
岡
地

区
と
鎌
倉
市
深
沢
地
区
に
お
い

て
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
新

た
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取

組
を
続
け
て
い
る
。

村
岡
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

都
市
拠
点
の
創
出
を
目
的
と
し
て

関
係
部
局
で
検
討
を
進
め
る

建設経済

市
立
小
学
校
に
１
人
１
台

学
習
用
端
末
を
整
備

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

補正予算

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
は
、

６
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
陳
情

１
件
を
審
査
し
た
。そ
の
結
果
、

陳
情
は
趣
旨
不
了
承
と
決
定
し

た
。ま

た
、
令
和
２
年
度
国
民
健

康
保
険
料
の
料
率
に
つ
い
て
報

告
を
受
け
た
。

○
令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険

料
の
料
率
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

国
民
健
康
保
険
料
は
、
医
療

分
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、

介
護
分
の
３
つ
に
区
分
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
が
所
得
割
、

均
等
割
及
び
平
等
割
の
３
つ
に

区
分
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
具
体
的
な
料
率
は
、

当
該
年
度
の
被
保
険
者
数
等
の

見
込
み
及
び
直
近
の
国
民
健
康

保
険
財
政
の
収
支
な
ど
を
勘
案

し
、
毎
年
度
算
定
し
て
い
る
。

現
時
点
に
お
け
る
被
保
険
者

数
や
令
和
元
年
度
の
決
算
見
込

み
等
を
踏
ま
え
た
、
２
年
度
の

国
民
健
康
保
険
料
の
料
率
に
つ

い
て
報
告
す
る
。

ま
ず
、
元
年
度
末
時
点
の
被

保
険
者
数
及
び
世
帯
数
は
、
被

用
者
保
険
、
い
わ
ゆ
る
社
会
保

険
の
適
用
拡
大
な
ど
に
よ
り
、

い
ず
れ
も
減
少
し
て
お
り
、
全

市
民
に
占
め
る
加
入
率
は
19
・

32
％
、
約
５
人
に
１
人
と
な
っ

て
い
る
。

次
に
、
元
年
度
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
決
算
見
込
み
は
、

被
保
険
者
の
減
少
に
よ
る
歳
入

減
及
び
被
保
険
者
１
人
当
た
り

の
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

単
年
度
収
支
に
お
い
て
歳
出
超

過
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
歳
入
総
額
が

約
３
９
２
億
８
５
０
０
万
円
（①）
、	

歳
出
総
額
が
約
３
８
４
億
７
２	

０
０
万
円
（②）
、
①
の
歳
入
総
額

か
ら
②
の
歳
出
総
額
を
差
し
引

い
た
約
８
億
１
３
０
０
万
円
（③）

を
、
２
年
度
へ
の
繰
越
金
と
し

て
見
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、①
の
歳
入
総
額
に
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
の
繰
越
金
約

14
億
５
５
０
０
万
円
（④）
が
含
ま

れ
て
い
る
た
め
、
③
か
ら
④
を

差
し
引
い
た
６
億
４
２
０
０
万

円
が
歳
出
超
過
分
、
い
わ
ゆ
る

単
年
度
収
支
の
赤
字
と
し
て
見

込
ん
で
い
る
。

次
に
、
令
和
２
年
度
国
民
健

康
保
険
料
の
料
率
は
、
前
述
の

歳
出
超
過
を
踏
ま
え
、
保
険
料

率
の
引
上
げ
も
検
討
し
た
。

し
か
し
、
県
と
市
町
村
が
国

民
健
康
保
険
の
共
同
運
営
者
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
、
い
わ

ゆ
る
県
単
位
化
に
よ
る
影
響
が

未
だ
不
透
明
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
元
年
度
決
算
に
お
い
て
も
、

一
定
額
の
繰
越
金
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
２
年
度
の

国
民
健
康
保
険
料
率
は
据
え
置

き
と
し
、
元
年
度
と
同
水
準
の

保
険
料
と
し
た
。

具
体
的
な
料
率
に
つ
い
て
は
、

賦
課
限
度
額
は
本
年
１
月
29
日

に
公
布
さ
れ
た
改
正
国
民
健
康

保
険
法
施
行
令
に
基
づ
き
、
前

年
度
か
ら
、医
療
分
が
２
万
円
、

介
護
分
が
１
万
円
の
引
上
げ
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
所
得

割
、
均
等
割
、
平
等
割
に
つ
い

て
は
、
医
療
分
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
、
介
護
分
と
も
に
、

保
険
料
率
は
据
え
置
き
と
し
た

の
で
、
前
年
度
と
同
率
ま
た
は

同
額
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
１
人
当
た
り
の
保
険

料
は
、
賦
課
限
度
額
が
引
上
げ

と
な
っ
た
一
方
、
い
わ
ゆ
る
法

定
の
保
険
料
軽
減
対
象
基
準
額

こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
商
品
券

の
購
入
に
殺
到
し
て
密
に
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
に
よ
る
事
業
実
施
に
つ

い
て
、市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
っ
て
落
ち
込
ん
だ

経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
事
業
の
実
施
方
法
を
検

補
正
予
算
常
任
委
員
会
は
、

６
月
17
日
及
び
26
日
に
開
催
さ

れ
た
。
６
月
17
日
の
委
員
会
で

は
、
議
案
４
件
を
審
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
案
は
い
ず
れ
も

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

６
月
26
日
の
委
員
会
で
は
、

議
案
１
件
を
審
査
し
た
。
そ
の

結
果
、
議
案
は
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

○
令
和
２
年
度
藤
沢
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問

市
立
小
学
校
35
校
に
学

習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
１
人

１
台
整
備
す
る
が
、
配
付
時
期

や
活
用
方
法
を
聞
き
た
い
。

答
弁

市
立
小
学
校
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
は
、
２
年
11
月
か
ら

３
年
３
月
ま
で
の
期
間
に
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。
臨
時
休
校

時
と
併
せ
て
、
平
常
時
の
土
日

や
長
期
休
暇
中
で
も
活
用
で
き

る
よ
う
、
家
庭
で
の
学
習
利
用

も
想
定
し
て
い
る
。

質
問

迷
惑
電
話
防
止
機
能
付

電
話
機
等
の
購
入
費
補
助
に
お

け
る
、
販
売
店
と
の
周
知
連
携

と
対
象
年
齢
の
拡
大
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

答
弁

電
気
店
や
家
電
量
販
店

に
対
し
て
は
、
藤
沢
市
商
店
会

連
合
会
等
を
通
じ
て
周
知
協
力

に
つ
い
て
依
頼
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
は

県
の
補
助
対
象
に
準
じ
て
70
歳

以
上
を
対
象
と
し
た
が
、
実
施

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
に
よ
る
意

見
や
事
業
効
果
を
踏
ま
え
、
対

象
者
の
拡
大
を
検
討
し
て
い
く
。

○
令
和
２
年
度
藤
沢
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

〈
主
な
質
問
と
答
弁
〉

質
問

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業
は
、
印
刷
の
た
め
に

実
施
時
期
が
11
月
に
な
る
と
の

前
年
度
と
同
水
準
に
据
え
置
き

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
料

厚生環境

村岡新駅周辺地区が目指す将来地区像

市立小学校で１人１台の学習用端末の活用が始まる

知的人材の集積を活かし、世界に誇る「尖る創造」と、
地域や市民と共に創り出す「広がる創造」が相互に
作用することで好循環をもたらす新たな拠点を形成

⑺


